
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

特
集  

47
都
道
府
県
の
最
賃
と
国
の
賃
上
げ
支
援
策
は
こ
れ（
３
・
４
面
）

　
「
經
世
濟
民
（
け
い
せ
い
さ
い
み

ん
：
経
世
済
民
）
は
、
中
国
の
古

典
に
登
場
す
る
語
で
、「
世
を
經

（
お
さ
）
め
、民
を
濟
（
す
く
）
ふ
」

の
意
。「
経
済
」
の
語
源
と
言
わ

れ
ま
す
。

　

幕
末
か
ら
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
訳
語

と
し
て
使
わ
れ
始
め
、現
代
の
「
経

済
」
の
意
味
で
広
ま
っ
た
よ
う
で
、

世
を
治
め
て
民
を
救
う
と
い
う
意

味
で
使
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
昭
和
末
期
、

旧
田
中
派
の
竹
下
登
ら
が
結
成
し

た
「
創
世
会
・
経
世
会
」
も
そ
こ

か
ら
来
た
そ
う
で
す
。

　

い
ま
は
、
諸
物
価
高
騰
で
、
中

小
企
業
は
負
担
増
に
苦
し
み
、
働

く
も
の
は
賃
上
げ
も
追
い
つ
か
ず
、

年
金
生
活
者
は
取
り
残
さ
れ

等
々
。
７
月
の
参
院
選
か
ら
１
カ

月
以
上
経
つ
の
に
自
民
党
内
は
内

部
抗
争
？　

先
日
、
石
破
首
相
が

総
裁
辞
任
を
表
明
し
た
が
、
さ
ら

に
長
い
政
治
空
白
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。「
経
世
済
民
」
の

立
場
で
政
治
が
機
能
す
る
の
は
、

い
つ
の
日
だ
ろ
う
か
（
髙
）。

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
商
工
連
盟
と
同
協
同
組

合
は
９
月
５
日
、
第
29
回「
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」を
ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
北
広
島
（
北
広
島
市
）
で

開
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
は
道
商
工
連

会
員
企
業
や
友
誼
団
体
な
ど
７
組

26
人（
棄
権
１
人
含
む
）が
参
加
し

て
交
流
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は「
ら
い
ら
っ
く
」と「
し

ら
か
ば
」、「
し
ら
か
ば
」と「
あ
か
し

や
」の
二
手
に
分
か
れ
、
開
始
は
午

前
９
時
。青
空
で
も
暑
過
ぎ
ず
、
爽

や
か
な
微
風
が
林
間
を
渡
り
、
絶

好
の
ゴ
ル
フ
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　

ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
北

広
島
は
、日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手
権

も
行
わ
れ
た
人
気
の
ゴ
ル
フ
場
。傾

第
29
回
道
商
工
連 

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
│
ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
Ｇ
Ｃ
北
広
島

好
天
に
恵
ま
れ
和
や
か
に
交
流

斜
に
富
ん
で
変
化
が
あ
り
、高
い
戦

略
性
が
求
め
ら
れ
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

優
勝
は
衆
議
院
議
員
お
お
つ
き

紅
葉
事
務
所
の
下
山
大
輔
さ
ん

で
、「
し
ら
か
ば
」48
、「
あ
か
し
や
」

45
、ハ
ン
デ
ィ
20
・
４
、ネ
ッ
ト
72
・

６
で
し
た
。表
彰
式
で
、
徳
永
エ
リ

会
長
か
ら
優
勝
カ
ッ
プ
と
記
念
品

を
受
け
取
り
ま
し
た
。下
山
さ
ん

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

優勝の下山大輔さん（左）と徳永エリ会長

しらかば９番ホール最終組のメンバー
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は
昨
年
、
準
優
勝
で
し
た
。本
年
の

準
優
勝
は
北
大
の
長
山
雅
晴
さ
ん

で「
し
ら
か
ば
」47
、「
ら
い
ら
っ
く
」

45
、ハ
ン
デ
ィ
19
・
２
、ネ
ッ
ト
72
・

８
で
し
た
。成
績
上
位
者
は
左
上

の
表
に
掲
載
し
た
通
り
で
す
。

　

今
回
の
コ
ン
ペ
の
賞
品
は
、
ゴ
ル

フ
バ
ッ
ク
や
お
米
券
な
ど
を
提
供

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
次
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
株
）札
幌
メ
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ス
、

（
株
）Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
、（
株
）日
本
ト
リ

ム
、協
和
サ
ッ
シ
工
業（
株
）、国
民

しらかば１番でスタート前

しらかば９番の最終組が帰着

準優勝の長山雅晴さん（左） ジャンケンでも景品獲得のチャンスあり

   1 下山　大輔  48 45 93 20.4 72.6
   2 長山　雅晴 45 47  92 19.2 72.8
   3 向田　　修 46 43  89 14.4 74.6
   4 中田富美男 52 46  98 21.6 76.4
   5 永井　良則  47 51 98 21.6 76.4
   6 氷見　　敦  51 50 101 24.0 77.0
   7 橘　　啓輔 48 52  100 22.8 77.2
   8 高倉　　司 51 48  99 21.6 77.4
   9 内田　光彦 49 50  99 21.6 77.4
 10 酒井　和彦  50 53 103 25.2 77.8
 11 高田　将平  56 53 109 31.2 77.8
 12 三浦　勇樹  49 43 92 13.2 78.8
 13 鶴見　雅司 57 57  114 34.8 79.2
 14 井上　博己 50 47  97 16.8 80.2
 15 太田　哲寛 53 56  109 27.6 81.4
 16 村岡　憲一  56 57 113 31.2 81.8
 17 佐野　和孝  52 54 106 24.0 82.0
 18 小野寺寛之 57 53  110 27.6 82.4
 19 越智　一治 66 54  120 36.0 84.0 
 20 瀧口　和成  59 63 122 36.0 86.0

ゴルフコンペ成績上位者 （敬称略）
順位 氏　　名 らいらっく    しらかば    あかしや        グロス         ハンディ    ネット

　競技は新ペリア方式で、順位は18ホールストロークプレイで、指
定の２コースを合わせたダブルペリア方式。同ネットの場合はローハ
ンディ者上位、年長者上位で決定しました。
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民
主
党
、
佐
藤
水
産（
株
）、
自
治
労

北
海
道
本
部
、（
株
）
ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ

ー
リ
ゾ
ー
ト 

、道
商
工
連
青
年
経
営

者
協
会
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
労
働

　

本
年
度
の
都
道
府
県
別
最
賃
の

決
定
は
従
来
に
な
く
も
め
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
が
８
月
５
日
に
示

し
た「
引
き
上
げ
目
安
額
」は
、左
の

表
に
示
し
た
通
り
、東
京
や
首
都
圏

な
ど
の
Ａ
ラ
ン
ク
と
、
北
海
道
、
宮

城
、京
都
、兵
庫
、広
島
、福
岡
な
ど

の
Ｂ
ラ
ン
ク
が
62
円
で
、
青
森
、
秋

田
、鳥
取
、高
知
、長
崎
、熊
本
、鹿

組
合
、北
海
道
教
職
員
組
合
、北
海

道
ユ
ニ
オ
ン
サ
ー
ビ
ス（
株
）、
北
海

道
労
働
金
庫
、
北
海
道
労
働
福
祉

会
館
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札

幌
、連
合
北
海
道（
順
不
同
・
敬
称

略
）。

　

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

全
国
最
大
上
げ
幅  

熊
本
県
が
82
円

北
海
道
は
全
国
13
位
１
０
７
５
円  

10
月
４
日
か
ら

北海道 B 1010 63 +2 1075 10 月　4日
青　森 C 953 64 +12 1029 11 月  21 日
岩　手 C 952 64 +15 1031 12 月　1日
宮　城 B 973 63 +2 1038 10 月    4 日
秋　田 C 951 64 +16 1031   3 月  31 日
山　形 C 955 64 +13 1032 12 月  23 日
福　島 B 955 63 +15 1033   1 月　1日  
茨　木 B 1005 63 +6 1074 10 月  12 日
栃　木 B 1004 63 +1 1068 10 月　1日
群　馬 B 985 63 +15 1063   3 月　1日
埼　玉 A 1078 63 0 1141 11 月    1 日
千　葉 A 1076 63 +1 1140 10 月    3 日
東　京 A 1163 63 0 1226 10 月    3 日
神奈川 A 1162 63 0 1225 10 月    4 日
山　梨 B 988 63 +1 1052 12 月    1 日
長　野 B 988 63 0 1061 10 月    3 日
新　潟 B 985 63 +2 1050 12 月    2 日
富　山 B 998 63 +1 1062 10 月  12 日
石　川 B 984 63 +7 1054 10 月    8 日
福　井 B 984 63 +6 1053 10 月    8 日
静　岡 B 1034 63 0 1097 11 月    1 日
岐　阜 B 1001 63 +1 1065 10 月  18 日
愛　知 A 1077 63 0 1140 10 月  18 日
三　重 B 1023 63 +1 1087 11 月  21 日
滋　賀 B 1017 63 0 1080 10 月    5 日
京　都 B 1058 63 +1 1122 11 月 21 日
大　阪 A 1114 63 0 1177 10 月  16 日
兵　庫 B 1052 63 +1 1116 10 月    4 日
奈　良 B 986 63 +2 1051 11 月  16 日
和歌山 B 980 63 +2 1045 11 月    1 日
鳥　取 C 957 64 +9 1030 10 月    4 日
島　根 B 962 63 +8 1033 11 月 17 日
岡　山 B 982 63 +2 1047 12 月    1 日
広　島 B 1020 63 +2 1085 11 月    1 日
山　口 B 979 63 +1 1043 10 月  16 日
徳　島 B 980 63 +3 1046   1 月     1 日
香　川 B 970 63 +3 1036 10 月  18 日
愛　媛 B 956 63 +14 1033 12 月    1 日
高　知 C 952 64 +7 1023 12 月    1 日
福　岡 B 992 63 +2 1057 11 月  16 日
佐　賀 C 956 64 +10 1030 11 月  21 日
長　崎 C 953 64 +14 1031 12 月    1 日
熊　本 C 952 64 +18 1034   1 月    1 日
大　分 C 954 64 +17 1035   1 月　1日
宮　崎 C 952 64 +7 1023 11 月  16 日
鹿児島 C 953 64 +9 1026 11 月    1 日
沖　縄 C 952 64 +7 1023 12 月    1 日

都
道
府
県

区
　
分

現
在
の

　
最
低
賃
金

引
き
上
げ

　
目
安
額

上
乗
せ
額

引
き
上
げ
後

（
10
月
以
降
）

発
効
予
定
日

２
０
２
５
年
度
都
道
府
県
別
最
低
賃
金
改
定
状
況　
＊
単
位
は
円

最賃特集

児
島
、沖
縄
な
ど
の
Ｃ
ラ
ン
ク
が
63

円
で
し
た
。

　

こ
れ
を
も
と
に
都
道
府
県
の
審

議
会
の
議
論
が
始
ま
っ
た
の
で
す

が
、こ
の
審
議
会
の
議
論
が
例
年
よ

り
２
、３
週
間
遅
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
春
闘
の
賃
上
げ
と
、
大

手
と
の
格
差
是
正
分
を
含
め
て
、

全
国
で
時
給
を
１
０
０
０
円
以
上

に
す
る
と
い
う
政
府
方
針
が
あ
り

ま
し
た
。

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
は
人
手
不
足
も
深
刻
で
す
か
ら
、

人
材
確
保
の
た
め
に
も
賃
上
げ
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、か
と
い
っ
て
、人

件
費
引
き
上
げ
分
の
価
格
転
嫁
は

容
易
で
は
な
く
厳
し
い
協
議
に
な

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）



（４）

り
ま
し
た
。

　

Ｃ
ラ
ン
ク
の
地
域
で
は
「
全
国

最
低
額
は
何
と
し
て
も
避
け
た

い
」と
い
う
思
惑
が
あ
っ
て
、
隣
接

県
の
動
向
を
見
守
る
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。昨
年
、秋
田
県
は
早
々
に

９
５
１
円
に
決
定
し
ま
し
た
が
、

秋
田
の
金
額
に
１
〜
２
円
上
乗
せ

す
る
県
が
続
出
し
た
た
め
最
下
位

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

秋
田
の
鈴
木
健
太
知
事
は
７

月
、「（
最
下
位
が
）非
常
に
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
た
」
と

記
者
会
見
で
語
り
、
審
議
会
に
引

き
上
げ
を
強
く
要
望
し
、
県
独
自

の
支
援
策
を
講
じ
る
方
針
も
示
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
８
月
25
日
の
県
審

議
会
の
答
申
の
前
日
時
点
で
、
最

も
低
か
っ
た
の
が
鳥
取
の
１
０
３

０
円
だ
っ
た
の
で
、確
実
に
最
下
位

を
脱
出
す
る
た
め
80
円
の
引
き
上

げ
が
必
要
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。た

だ
、
発
効
日
は
最
も
遅
い
３
月
31

日
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
秋
田
で
公
益
委
員
を

務
め
た
一
人
は
、「
最
下
位
脱
出
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
下
で
、
労
使
が
妥

協
で
き
る
ギ
リ
ギ
リ
を
探
っ
た
」と

述
べ
て
い
ま
す
。

Ｃ
の
熊
本
が
Ｂ
の
福
島
、
島
根
、

愛
媛
の
最
賃
を
上
回
る

　

Ａ
ラ
ン
ク
で
は
ほ
と
ん
ど
が
目

安
額
の
ま
ま
で
、Ｂ
ラ
ン
ク
で
は
、

大
幅
引
き
上
げ
を
す
る
Ｃ
ラ
ン
ク

の
時
給
額
を
下
回
ら
な
い
よ
う
、

福
島
が
＋
15
円
、
愛
媛
が
＋
14
円

で
時
給
額
を
１
０
３
３
円
に
し
ま

し
た
。と
こ
ろ
が
Ｃ
ラ
ン
ク
の
熊
本

が
＋
18
円
で
時
給
額
を
１
０
３
４

円
に
し
た
た
め
、Ｂ
ラ
ン
ク
の
県
を

上
回
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
北
海
道
は
２
円
増
え
た
？

　

で
は
、
北
海
道
は
目
安
額
よ
り

＋
２
円
で
１
０
７
５
円
に
な
っ
た

理
由
は
以
下
の
通
り
だ
そ
う
で
す
。

① 

物
価
上
昇
率
が
全
国
平
均
よ

り
高
く
、
特
に
生
活
必
需
品
の
価

格
上
昇
が
顕
著
と
さ
れ
、
生
活
コ

　

厚
労
省
は
全
国
最
賃
の
目
安
額

を
発
表
し
た
９
月
５
日
、
最
賃
の

の
引
き
上
げ
へ
の
支
援
策「
業
務
改

善
助
成
金
」
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
春
闘
の
賃
上
げ
を
想
定

し
た
経
産
省
や
国
税
庁
の
制
度
も

あ
り
ま
す
。併
用
す
る
こ
と
で
、
負

担
軽
減
と
成
長
支
援
の
両
立
が
可

能
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

１  

業
務
改
善
助
成
金（
厚
労
省
）

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
と
賃
金

引
上
げ
を
同
時
に
支
援
す
る
制

度
。

・
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
導
入
、
業
務
フ
ロ
ー

改
善
、
専
門
家
コ
ン
サ
ル
費
用
な

ど
が
対
象
。

・
賃
上
げ
額
や
対
象
人
数
に
応
じ

て
助
成
額
が
変
動
。

・
他
の
助
成
金
や
融
資
制
度
と
併

用
可
能
。

↓ 
柔
軟
性
が
高
く
、
実
績
も
豊

ス
ト
が
首
都
圏
と
同
等
水
準
に
近

付
い
て
い
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

② 

昨
年
の
改
定
額
が
他
地
域
よ
り

相
対
的
に
低
か
っ
た
の
で
、
そ
の
格

差
是
正
が
あ
り
ま
し
た
。

③ 

本
道
の
景
況
感
が
全
国
以
上
に

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　

突
然
の
石
破
総
理
の
辞
任
、

驚
き
は
し
な
か
っ
た
。
自
民
党

に
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
る
中

で
、
辞
任
の
理
由
は
「
党
の
分

裂
を
避
け
る
た
め
の
苦
渋
の
決

断
」だ
と
。石
破
総
理
の
感
覚
も
、

国
民
の
感
覚
と
乖
離
し
て
い
た

の
か
と
思
う
と
少
し
残
念
な
気

徳
永
エ
リ 

国
会
か
ら   

日
本
経
済
の
先
行
き
見
え
ず

が
す
る
。

　

日
米
の
関
税
交
渉
も
終
わ
っ

て
い
な
い
。
医
薬
品
や
半
導
体

な
ど
、
最
恵
国
待
遇
の
大
統
領

令
が
ま
だ
出
て
い
な
い
。Ｇ
Ｄ
Ｐ

で
世
界
第
２
位
だ
っ
た
日
本
は
、

中
国
、
ド
イ
ツ
、
つ
い
に
イ
ン
ド

に
ま
で
抜
か
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
関
税
で
は
タ
フ
な
交
渉
が

続
く
が
、
日
本
の
産
業
や
雇
用

へ
の
影
響
は
ど
う
な
る
の
か
？　

我
が
国
経
済
の
先
行
き
は
見
通

し
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
。

北海道商工連盟会長
参議院議員（北海道選挙区）

と
く
な
が
え
り

良
く
、
賃
上
げ
の
余
地
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。

④ 

パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
の
時
給
が

既
に
１
１
０
０
円
近
く
に
な
っ
て

い
て
、
労
働
者
側
委
員
が
強
く
求

め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

富
。特
に
小
規
模
事
業
者
に
人
気

で
す
。

２ 

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助

金（
経
産
省
）

・
人
手
不
足
対
策
と
し
て
、
設
備

投
資
を
支
援
。

・
カ
タ
ロ
グ
型
と
一
般
型
の
２
種
類

あ
り
、用
途
に
応
じ
て
選
べ
る
。

・
賃
上
げ
要
件
を
満
た
す
と
補
助

率
ア
ッ
プ
。

↓ 

省
力
化
と
賃
上
げ
を
両
立
で
き

る
点
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

３ 

賃
上
げ
促
進
税
制（
国
税
庁
）

・
法
人
税
・
所
得
税
の
控
除
が
受

け
ら
れ
る
税
制
優
遇
。

・
給
与
支
給
額
が
前
年
比
１
・
５

％
以
上
増
加
で
控
除
対
象
。

・
教
育
訓
練
や
子
育
て
支
援
の
取

り
組
み
で
控
除
率
ア
ッ
プ
。

↓ 

税
制
面
で
の
支
援
は
、
長
期
的

な
経
営
計
画
に
組
み
込
み
や
す
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

賃
金
引
き
上
げ
へ
国
の
支
援
策



体
脂
肪
厚
く
て
押
せ
ぬ
痩
せ

る
ツ
ボ

香
水
が
湿
布
に
負
け
た
ク
ラ

ス
会

次
第
に
じ
ゃ
な
い
よ
老
化
は

ふ
い
に
来
る

楽
な
の
よ
リ
ュ
ッ
ク
と
ズ
ッ
ク

首
タ
オ
ル

美
人
か
ら
「
悪
い
人
ね
」
と

言
わ
れ
た
い

口
ほ
ど
に
懲
り
て
は
い
な
い

二
日
酔
い

鳥
か
ご
に
も
ど
っ
て
し
ま
う

か
ご
の
鳥

電
柱
の
一
本
分
の
日
陰
か
な

米
国
産
（
ベ
ー
コ
ク
サ
ン
）

米
国
産
（
コ
メ
コ
ク
サ
ン
）

さ
ー
ど
っ
ち
買
う

「
さ
よ
〜
オ
ナ
ラ
」
言
っ
て
園

児
は
大
爆
笑

読
み
方
を
冬
は
日
照
（
に
っ

し
ょ
う
）
夏
日
照
（
ひ
で
り
）

退
院
後
独
り
じ
ゃ
飯
は
出
て

来
な
い

古
古
米
の
名
前
に
ど
う
よ

「
ナ
ナ
ヒ
カ
リ
」

　     （
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

（５）



　

山
形
大
と
山
形
県
立
米
沢
栄
養

大
の
共
同
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
と
、

ラ
ー
メ
ン
を
週
３
回
以
上
食
べ
る

人
は
、週
１
〜
２
回
の
人
に
比
べ
て

死
亡
リ
ス
ク
が
約
１
・
52
倍
高
い

傾
向
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

塩
分
の
摂
り
す
ぎ
や
飲
酒
・
喫

煙
な
ど
の
生
活
習
慣
が
影
響
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
と
み
て
い
ま

す
が
注
意
が
必
要
で
す
。

　

京
都
府
立
医
科
大
と
楽
天
メ
デ

ィ
カ
ル
は
８
月
22
日
、が
ん
細
胞
だ

け
を
破
壊
す
る
「
光
免
疫
療
法
」

と
、
免
疫
の
力
を
高
め
る「
免
疫
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
」
を
併
用

す
る
治
療
法
の
最
終
治
験
を
始
め

ま
し
た
。

　

国
内
で
は
年
間
４
万
７
０
０
０

人
が
発
症
す
る
と
さ
れ
る
頭
頸

（
と
う
け
い
）
部
が
ん
の
保
険
診
療

が
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
治
験
は
、頭
頸
部
が
ん
の
９

ラ
ー
メ
ン
週
３
回
以
上
は
ご
注
意
！

割
以
上
を
占
め
る
扁
平
（
へ
ん
ぺ

い
）
上
皮
が
ん
が
再
発
・
転
移
し

た
患
者
19
人
を
対
象
に
実
施
し
、

６
人
の
が
ん
が
縮
小
し
、
う
ち
４

人
は
完
全
に
消
え
ま
し
た
。い
ず
れ

も
死
亡
な
ど
の
重
い
有
害
事
象
は

出
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
治
験
は
国
内
外
４
０
０

人
以
上
を
対
象
に
す
る
も
の
で
、日

本
で
は
東
京
医
科
大
病
院
や
愛
知

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
な
ど
５
カ
所
の

医
療
機
関
で
２
０
２
８
年
９
月
ま

　

特
に
男
性
や
70
歳
未
満
、
ス
ー

プ
を
多
く
飲
む
人
に
リ
ス
ク
が
高

い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
究
者
は「
ス
ー
プ
は
控
え
め
に

し
、野
菜
な
ど
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
健
康
診
断
を
受
け
た
山

形
県
内
の
40
歳
以
上
の
男
女
６
７

２
５
人
を
対
象
に
実
施
。２
０
０

９
〜
23
年
に
追
跡
調
査
を
し
た

「
山
形
コ
ホ
ー
ト
研
究
」
を
基
礎
デ

ー
タ
と
し
て
い
ま
す
。

死
亡
率
が
約
１
・
52
倍
に

で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。治
療
効
果

や
安
全
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

光
免
疫
療
法
は
、
が
ん
細
胞
だ

け
に
く
っ
つ
く
抗
体
と
、
特
殊
な
光

に
反
応
す
る
物
質
を
組
み
合
わ
せ

た
薬
剤
を
点
滴
投
与
し
、
光
を
照

射
す
る
こ
と
で
が
ん
細
胞
だ
け
を

破
壊
す
る
治
療
法
で
す
。

　

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害

薬
は
、
免
疫
細
胞
の
ブ
レ
ー
キ
を

解
除
し
、が
ん
細
胞
へ
の
攻
撃
を
高

め
る
治
療
薬
で
、「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
薬
剤
が
実
用
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

年
間
４
万
７
千
人
発
症
の
頭
頸
部
が
ん
治
療
に
朗
報

光
免
疫
療
法
と
が
ん
治
療
薬
併
用

（６）


